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無產階級の畫家グォルグ•グロ 
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いま、粗雜ではあるが西歐獨逸の革命的蠻家、同志ゲオル ゲ•グロッスの 研究の書の 
一部を、漸く世に S ることができる。 

グロッスのものを纒めることを私が約してもう五六年の時間がたつた。そのあ 
ひだに、グロッスの魅力は國境を越え海を渡つて、あらゆる國々のあらゆる美術家の 
中へ とけこんで 行つた。彼等の S ペンの先からは世祀末的な變態美、いはゆる「グロ 
ッス型 J が滲み出るやうになつた。やがてこれは我らの陣營の中までおしだしてき 
た 。さうして私は氾濫する この 流れに多くの優秀な分子のさらはれて行くのをさ 
へ見つつきた。資本主義一般の膿镍を曝きさらして餘りなかつた勇猛なる彼も、今 
日は資本主義の癌癒を刺す手で歷史の堤防を突き破りつXある。運動の流れが® 
設期に向つてゐる現在の瞬間、正しい流れの堤防を破壊す るこれらの 否定的 要素は 
濁流に浮かして遛動の外へ排除せねばならない。一 EI は遝步的役割をはたした彼 
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等も現在では彼等の意志に反しても早反〇の役®をなしあるから。私が運動 
の流れのためにこの「グロッス型 J の分析を試みやうとあせりだしてからもう三年に 
ならう。めまぐるしい題動の流れは容易に私にこの仕事をさせなかつた。だが全 
體の意 hg はいま私に、たまたま滿蒙の旅次の寸暇を蓄めさせてこれの一端をなさし 
めた❾ 

私はグロッスの硏究の書を大凡三つの部册に分けることをもくろんでゐる。第 
一のものが本書で、ここでは私の一寸した批判的な槪念を織り混ぜ乍ら先づ西歐の 
諸家にグロッスを語らせ、そしてグロッスへの一般の輪廓的關心を喚起させやうと 
たくらんでおいた。鹑一一のものではもつばらグロッス自身の言葉によつて彼の世 
界觀、文明批評ヽ藝術觀を閗かうと思つてゐる。そのため本書では出来るだけグロッ 
スの言葉の引用を避けておいた。第三のものは私のグロッスに對する嚴密な批判 
と分析に終りたいと思つてゐる。 

以上これらの三部册を私はある目的意識性のもとに書き綴つて行きたいと思つ 
てゐる。我々の前にいま個人の存在はさして問題でない。我々全 II の效利をねら 
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うためね一つの僩は銃口の瘙尻となづて對象へのモメントに役立つに過ぎない〇 
卽ちグ P ッス の硏究がそれで、私は グロッス 個入を借りてきて、我々の g 營內に肉迫 
してくる又は潛入してゐる、數しれない敵の小市民的要素をねらひうち、馨戒しひね 
りつぶして終ひたいと思つてゐる。だがこいつは仲々執拗で巧妙に®在せる敵で 
ぁる0 

それ故 グロッスの 硏究もこれらの素材として出來る限りこれを緻密に調べたい 
と思つてゐるが、無舉と多忙の私にそれは期し難いと思ふ。そのうへかうした仕事 
は私個人のものではない。最初に出さる、本欝の上でも種んな®で不備だらけだ。 
第一揷® の 蒐集がばらばらで失敗してゐる。グ n ッスの全貌を窺ふにはこれ以外 
もつともつと異面の仕事が取殘されてゐる。第二に附_の形式で入れる豫定とな 
つてゐた彼の仕事の年代表 I 観及文にょる彼の著醫やヽ雜多な形式を通して個別 

に發表される彼の ti : 事と機關と時-が私の旅行中資料の缺けてゐることと調べ 

の甚だ困難なために後へ廻すこととなつたこと。その他いろいろ。だがこれらは 
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いづれ諸兄の助力を待つて逐次第二第三のものの中で追補し完金を期するつもり 
である。 

グロッスを憶ひつつ、旅先でたまつたブルヂョァ新聞を見てゐると"彼とょき對脈 
をなすところのブルヂョァの使徒、藤田嗣治さんの在佛自傳記がのつかつてゐた〇 
グロッスと國境をはさんで佛蘭西義勇軍に志願した彼の文を私は面白く讀んだ。 

ここにはどの6 m 家でもがかあいい幻をたのしむ藝術の都巴里での「ほがらかな貧 
乏」の中の「苦難と努力」と「飯のおかずにパンを食つた」生活記錄が書かれヽこの中にあつ 
て一縷の望みを「一朝成功すれば一日にして城を築き、一夜にして宮殿を構へる」こと 
にかけて、困苦と戰ひつつ遂に r 祕密のヵギを握つて」「道の眞ん中でデングリ返り j 
「毛唐め、くやしければ贵樣に出来るならやつてみろ、どうだ、出來ないだらう j と「極少 
しの繪具を滑らかに使つて生かした」「白と黑の心描きを試み」、この奇術の成功に 
小踊りした彼は「會心の笑み」をた、へ、さてモゥロゥ美術家大衆にィンギンに祕傳を 
授けて言ふやう。 r 霤家は例へば一錢の紙、一錢の安い布を、萬金に價するものと f 、 
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我々は手品を霤架の上にしなければならない。」これこそ一般美術家大衆の唯一 
信條であり、彼こそは彼等日本の天上雲行者のコゥゴゥしき先達である。 

まことに勇ましくあり.がたきことであります。 

かへゎみて、我々はブルヂョアの遺物一切を精算したであらうか？否我々陣營の 
一部分は依然としてサロンの壁飾りの上に浚巡してゐる。そこに低迷たな引くも 
のは H 場地 M の煙ではなくてブルヂョア共のシガーのくゆりなのだ。海綿のやう 
な無政府主義的幻想に時を過すな。地に下りょ。現實を見る方法をとれ。而して 
地の流れにに結びつけ。そこで地上一切の相續權をもつてゐるプロレタリア 
丨卜の、解放への日常の中に正調に作品を組織せょ。ここでのみ總ては具體的 
作品行動のうえに辨證法的統一的に、成長するブロレタリアートの血と肉となつて 
解決されるであらう。 

いま我々の陣營內でシャベリ會つてゐる r 內容と形式との結びつき」に於ける課題 
もかかる生きたる運動の流れに投入れてこそ始めて現實の問題となり得る。實磔 
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我々は問題を常に現寶の運励の流れの中に 於て 唯物辯證 法の不分離 性の中に 於て 
解きつ V きたつたのだ。 

JJU 在の急泊せる轉形期にあつて我々はも早取澄した モーーユメンタルな形式々^ 
術的肉づけにぅちふけつてゐる ことは 出来ない。現在の我々 にとつての生きたる 
緊要な具 E 的問題は、藝術を手段として「階級鬪爭の 矛盾の激化の定式」を宣傳煽 動す 
る仕事の必要である。 

私はグロッスの研究にょつてグロッスの古き遺骸の上に刺し 開けた 通風の穴か 
ら冏志諸兄にこれを告げる。 

また力かるのちに始めて 新しくプロレタリアートの中に生きる われわれのゲオ 
ルゲ•グロッスを見る ととが でき やぅ 0 

私はここで兩手をのべて、さらに かたく、 日本 ブロレタリア美術家同盟の諸兄と、同 
志ゲォルゲ•グロッスに握手す る 0 

本書出版を契機に親交を結び得た私の快友小林勇は今頃私と 共に グロッスの，〒 
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衛を さがし あぐねて ゐることであらぅ。 月餘に亘る監視付の病褥 から 漸く拔 けて 
取 急ぎ私は此の序を書添へて送る。小林兄に本稿の後れた ことを重ね重ねて お詫 
びし、本書揷繪の製版に盡力されし鹽練繁太郞氏に感謝する。 

一九11九年一〇月 II 〇日金州にて 3 E 夢 
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世界は、かれ自らの、內在的矛盾の ために 七轉八倒身もだへてゐる。 

資本主義の嘔吐 
げおるげ •ぐろ少 す！ 

ゲォルゲ •グロッス 

——眼の澄み切つた、髭のない、いかつい顔をした、今年三十六才の獨逸人が、几帳面 
にカンソン紙をひろげる。 さう して、 キレィ な手にペンを持つ て ——だが、その手は。ヘン 

を持つてゐるのであらう か、 ナィフではなからうか？- 

グロタスは、ブ V ヂョァ社會の隅々から、汚穢の總てを千切り出して、明る味に並べる。 
「彼の作品には、苦しんでゐる下層階級の、人間地獄、が描かれてゐる。 
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都市の環境は空間の機能的機械的解釋を含んでゐる。大都會の市街はさながら工業主義 2 
の荒凉たる塹ごうである。それはブ V ヂョァの腐れた肉で充ち溢れてゐる。大學敎授と商 
人、登山家と將校、淫賣婦と無賴漢、學生と坊主、常習犯人と雇人、下宿のお客と才ヵミ‘ 
泥棒と梅毒患者、貴公子と賀傷兵、實業家と人殺し。總てこれらのタィ7°は 誰れ も彼れも 
それ自身一個の目的のやうに見ぇる。妙なカツコウで町中をぶらつき步つてゐ る 丈で、 も 
う一か％」の社會的使命を遂行してゐると心得てゐるらしい。此の人間の 怒號と 混亂の眞口 r 
中に"飾りたてた電車と衰へかけた樹木とが、迫つて來る夜のトパソとブルヂョァの衰へ 
きつた 動物 dh ハと ざつぜん入り混つてゐる。一方高層建築は入り亂れた電線から 薪 然頭角を 
現してゐる。奢侈は淫賣屋のやうな顏付で、あらあらゆる處ににやにや笑つてゐる。しか 
も犯罪の芽は、葬式車の上にさへ現れてゐる。彼にとつては享樂である所の事務を追つて 
ゐる。或ひは事務である所の享樂を追つてゐるブ V デ"ァも•例へば彼が機械の中の一機 
械に過ぎないと知つた時•さすがの彼も苦しい時を持つのだ。一方梅毒患者の血は、腐れ 
爛れた腫物となつて、時を置いて發作を起しながら、町の灰色の動脈を絕へず經環ぐつて 
ゐる。對象の複雜多樣な不一致に完全に適合してゐる同時性の規範は、家の內部と同樣に 
街頭にも現はれてゐる。其處では近代文明の混亂が支配してゐるのである。 


休止と兩極性•と距離の否定は文學的效果を創り 出さない。それ故に、同時に肉體的であ 
り精神的である所の平面"驚くべく突つ込んだ效果の全產物である所の平面、後から後か 
らと現れる活動寫眞的な、彫塑的な、平面の 完全な 融合が極めて 自然なこと， 思はれる の 
である。カフヱーのテーブル、心境狀態、天使、頭、器具、記憶、飲酒、 それら、 がお 互に 
交り合してゐる。 ト ラン，の勝負が性的行爲と交り、「氣をつ け」 の姿勢を とつた 兵隊は 頭 
の代りに便器を持つ てゐ る。皇帝ゥィルへルムは一つの寫眞の中で、 その手に 何か 獲物を 
持ち、ゴテゴテに飾り立てられたマントで陰部の邊り迄 やつと 覆つ てあらはされてゐる〇 
同じ繪の前方には、ブクブクにふくれた淫賣婦が鼻を擴げて笑ひ、 そして 衆人環視の中で 
胸もあらはにはだけて ゐる 。通行人のズボンは股の處、がふくれ て、 女の スカ ー トと いふス 
カ ートはどれもこれも 透きと ほつてゐる。 そこは 一般に激しい性的欲望のみなぎつ てゐる 
雰圍氣である。コンポジションの中心は置き換 へられて ゐ る。 卽ち時には、 カフスボタン 
や吹き出物だらけの首にはつたカツコゥのい、四角な膏藥なでに、特に力を入れて繪畫の 
支點を置いて ゐ るので、較べものにならない程痛烈な皮肉、が 釀されてゐ る。又ある場合に 
は、恰もわれ こそ 理想と責任の世界を支持する義務があると云つたやぅに 傲然と自負して 
ゐるが、根本的には補助的要素や又外部的共同作因に ょつて決定されてゐるところの、 例 
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へばゆがんだ口にはさまれたシガ ー の樣なものがある。この口はといふと、徹頭徹尾フイ 
リステン根生を集中した葉卷を飮むひとと、その運命がその煙の中に破壤され消滅せる葉 
卷と釣合ふやうな特別跳への口である。 

人は言ふであらう。グロタスの心は彈藥箱の下に据裊置かれてあるのだと。四ツの壁の 
僞りの秘密の中でキレイになつた空氣は再びイキを吸ひ込む、すると何とも言へない恐怖 
がフクレた眼や腫れた手からあそこにもこ、にも現れる。併し閑寂な生活を實行した爲昂 
奮した神經は再び落付き、總ゆる形而上學的疑問に對する矯正策は、馬のいななきのやう 
な烈しい又朗らかなブ V ヂョアの笑ひである。チヂレツ毛の人形はその大きな尻を振つて 
ゐる。しかるに現代の代表家達は、時は金なりと許り的に四角張つて杯を擧げ下げし 
てゐる。太い首スヂと、八ツガシラその儘の頭をしたおつかない官吏は齒ぎしりしてゐる。 
豆粒まなこの穢しい給仕達はその穀粒の上でバランスをとつてゐる。蓄音機は國歌を怒鳴 

つてゐる。 j -イタ TI •タグオラト- . 

膿みた、>れて騷然たる世界のすがた 
「總ては焦げ、沸り、叱陀し、號泣し、騷ぎ、喇叭を吹き、 

皮笛を吹き、赤面し、汗をかき、嘔吐し"勞働」してゐる。 
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比較すべくもなく情緖の狂矂した中を、さやさやと牧歌的な風が通り過ぎる。 
グロテスク •エロティ ツクが くすぶつて、病的に優雅な香氣、が漂ふ。 

おつと待つた。どこからかつめたい憂悶の眼がのぞいて ゐる。 

それ片眼鏡を合してゐる例の肝臟病の大將さ！ 

ほら戰爭好きで、物眞似の素的にぅまい、二十世紀の生物學的標本ょ。 

ほお「支配階級のツ ラ」 が !！ • 

& 

「グロッスの諷刺は炤の中にたち消ぇん とする ブルヂョァの心を反映した熱烈なる鐘で あ 
る。」 と 伊太利の美術批評家タヴォ ラトが、 自分の文のしつほに、 かく 手際の ょいムスビを 
してゐる。 

私は此處で、一先づ西歐の諸家にグロッスの風貌を聞かぅ。 

「彼のフジーズや繪畫的筆觸は、勇壯にして震動的であるから、礫岩の雨、鐵拳の驟雨に 
も似た效果を與へる。罪のない侵略と云ふ事は彼が何時も目指す軌範で ある。彼の心から 
自づと新しく汲み出さる > 爭論的リズムは、溢る、許り豐富に出てゐる。早熟の小 ft が、 
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共同便所の壁に春畫や政治的物語りを描いたりして、 己、 が潜在意識を洩らして喜んでゐる 
や，フに、又は無頼漢が監獄の壁に彼の罪狀を叙事的な文句で書きつらねて喜ぶやぅに、小 
僧の畫家であり無賴漢の畫家である。彼ゲオ V グ•グロッスは、小兒らしい又好色文學的 
な畫を描いてゐる。しかしそのいづれの場合に於ても、繪畫的な善き音調から歡喜の叫び 

が立ちのぼつ てゐる0 j - イタ TT •タグォラト- 

彼の底にはさわやかなアンフアンテタズムが流れてゐる。 

【併し迷へる童話の中にはどこにも光がない 

而も彼は一人の小兒である . j 

「また彼の悲哀はディオーーソス風であり 
彼の憂悶は黑いシヤン。へン酒である」 

「しばしば色とりざりの淚が 

彼の灰の眼の中で戲れ る」 I エダゼ •ラスヶ产•シューレグ^ — 

ブ V ヂョァの涙降り、「天國」へのみちにぢれて消える。 

「彼は子供が玩具に耽るやぅに世界に耽り、この遊びに破壤の快力を伴ひ、」「粗雑に經驗 
的な、世界都市的な實在を表面非形而上學的に自らの中に取り入れてしまひ、又(倫理的 
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には全く純粹 にされてゐない) 塵 まみれな火のやうな 氣質で、紙のうぇにはねかへ し、 吐 
き、或は(彼の好んで使ふ言葉で いへば)も％ J してしまつて、ゲォルゲ •グロッスは 劇 奴 
な 利益を得る。」 

「彼は狂噪と毒液と苦汁とをもつて傾向藝術家に、卽ち自己矛盾に落る ので ある。 とい ふ 
のはつまり、 藝 術とは、さやうなものとして、 ひとりでに 命令的な、倫理的な、眞正な 、ま 
た政治的なものなのである。またそれに滿足しない過熱した若々しさ、荒々 し いぢれ つた 
さをもつて、 藝術 にょつて卽座に社會問題を解決して了はうと思ふのは、革命の ために 乾 
命を行ふといふ危險にある とい ふものだ——といふのは、 この 運動に大變美しくて、 pa は 
れたる「藝術のための藝術」においては じめ て、 た ^焦噪的な樣子で耽溺され るものだか 
らである。グロッスは幸に毒、があるだけなのでは なく 若いだけなのであつて、 もし彼がダ 
イナマイトと精神との區別を、もつ とょく 知つ てをり、その 緊張 力を 失は ず、その狂暴な 
精神を理性化したならば、 この 危險を容易に 免れるであらう0 」 

「グロッスは本來の革命の理解から なんと 隔 つてゐる こと だら う！ また 彼は、 r 孩 M 上 
學」(抽象的譫語) と 「勞 働す る人間の革命的理想」 とのソフィスト的 •修辭 學的對立を、彼 
の槌のペンでもつて無作法に切斷して齊整 するといふことを、 殆ど豫測な しに好むのであ 
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る-如何なる理想の中に、かの不快な「永遠への展望」が注意されずに隱れてゐる 

の だら うか？ 否、 グロッス 先生ょ、君は敵手の辯駁をあまり安易に行つ てゐる——この 
點で君は決して勤勉の理想に近づいてゐるのではなくて、特別に怠惰なま、でゐる君自身 
が、 形而上學の手中に於け るへ 夕に勞 働す る 機械で あり、 またそれにと^まると いふ こと 
を、君は他日悟る であらう0 」 

「しかし 兎に角君は非道德家 ではない。 君の道德的•美學 的な中性と 無關心 とは、常に關 
心を創造するやうに働いてゐる〇 」 

「藝術の悦ばしい形式は、 その 陰氣な形體を醇化する。グロッスの輕蔑 もまた、 彼の政治 
的の意志に反して、彼の愛らしい惡意の"おのづから美的な意志を呼吸する。 これはパラ 
ド タクスである 0 j 「とはいへ『悲しい』ゲオ V ダ•グロッスは、矢はり彼の意志に反し 
て、他を毁傷して ょろこび 笑つ てゐる 暴慢漢 」、「痛ましく燃やされた 小兒 である0」 

7 J うぞ"もう少し狂信的でなく、もう少し革命的でなく、その代りに形而上學的にもつ 

と思慮 あるやうで あれ！」 ——ミノナ- 

ああめん。 

かくこの忠實なるカント家の奴僕、「悲しい」偸理學的、人道主義的、形而上學者、ミノ 
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ナ和尙 は、 唾に濡れた上眼をつかひながら、感傷的な聲をしぼつ t : 後で呪文を となへる。 

革命的なトゲよ解けておしまい！キレィな病毒の芽いやはぇ f 

心せよグロッス。こつぴ ざく 蹴と ばせ！ 

封建的要素とブルヂョア的本質との末の申子、帝國主義のパヶモノー 切に、荒々しく食 
ひつく彼のさかんなる鬪爭力——現實的具體的樣式によるその煽動的宣傳的藝術形態 
の社會的意義と彼が腕の冴へ——は國際7°ロレタリアートの等しく認める處である、が、問 
題は彼の形式的方法論的態度*世界觀の分析にのこされてゐる。 

彼の1 k 材となつた世相は、眞に階級的に歷史的な辯證法的な結びつきを持つてゐるので 
あ ■ら，フ か？ 

彼は彼の仕事が現在の瞬間において、ビこからきて何處へ行くかを、歷史的運動の流れ 
の中に把握し見極めて ゐるであらぅか？ 

同志 グロッスよ、 市井のめかしこんだおべつかとにぎやかなあまやかしに足 並を 亂す 
な。ゎが戰闘的7°ロレタリアートの國際的統一的歩武の中に聞ぇる次の二人の、一ーガき同 
志の苦言に こそ耳を！ 

彼はしばしばドオミエとの比較硏究をやられる。 こ、 でも、彼の素描にド オミ エ 虱の魅 
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惑的壯大さの闕如してゐるを難じ、彼がわざと壯大さを意識せざるを歎じて言はれてゐる。 

「彼は自分に才氣ある表出もスタィルの記念碑性も持つてはゐないのだ 〇」と「そんな 譯で 
彼は、純愚な嘲弄と怨恨とで勇氣づけられてゐる社會批評家に過ぎないのだ。ドォミエは 
これに反して、ゲォ V グ•グロッスとは異り不德でも殘忍でもない。ドォミエはく％ j く語 
らな かつた。彼は一つの偉大な風格を持つて居り、偉大な聯絡を考へる。こんにちゲォル 
ゲ•グロクスに才氣と偉大とがないのは、さすがに現今の社會機 li に根ぶかい根據が ある 
のだ。彼"ブ 〆 ジョア的のしもべは『時代の缺陷を ねらつ て』ブル ヂョア 根性から飛び出 
して來たのである。彼はそこから僅か一面だけ見るのであつて、全體を、人間的なものを 
見ない。のみかかへつて社會の非人間的なものを見るのである。 

彼、が觀察し體驗する世相は、支離滅裂な社會——靑ざめた精神のない、殘忍な、動きと 
深みに缺けた社會の姿である0」 

「ゲォ V ゲ•グロッスは，ロレタリアをも、た、> 支配階級への從屬關 係と屈從關係との點 
から觀察するに過ぎない。彼には、生一本の階級意識ある勞働者のタィ7°、事實すでに在 
るタィ7°を摑んだ素描、がない0 J 

「彼は fv D レタリアを殆で除外し"缺かさずブルヂョアを描いて ゐる〇 J r 彼の描く ところ 
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は、 ブ V ヂョア社會の視角で ある^ 0 —— ゲでゲエ丄ぐアレクサンデ,^ — ^ 

だが彼は一定の社會的目的を もって、 獨逸勞働階級の革命的階級的 現實の上に戰ってゐ 

る0 

た： グロッスには 彼の制作行動の なかに、 現在の瞬間に 於け る、 全 階級に共通する7°口 
レ タリアートの、一定問題への集中的統一的煽動意識が缺 けてゐる〇 このことは 7° ロレタ 
リアートの階級鬪爭に參列する もの、 致命的傷で ある。いかにそれ 自ら*" 固 人的こ虽力 i 
る宣傳 煽動の武器であっても、 > ロレ タリア運動の現段階の一っの 統一的 見地から 鬪爭目 
標を 測らない場合にはそれは 無力に 等しい。 いな 彼の 階級 的 意志に も 反して效果はときに 
反動的でさへある。 

彼が現實的苦鬪のなかに鍛へあげてきた現在の形式 - まだ力は弱く小市民的殘浑は浮 

いてゐるが——はょろしい。だが現在の彼の內容的テーマの多くは依然としてメタンガス 
の低迷す る 世界一九二〇年の地をさまょつてゐ る。 老いたるグロッスが疲れもな く、不一 1 M 
的に、否定的要素のみをか、へて………。 

一 革命は舊 きものを 否定す るのみでは なく、さらに新しき ものを建設し、 あるひは少くと 
も、 新たな建設への 道を 指示する。否定的 モメント i 並んで肯定的モメントも亦存在す 






る。ゲオルゲ•グロタスにはそれが無い。 

，ロレタリアは 彼に とつては— 單な る奴隸 "受難者 あるひは 屍體 であるに過ぎない。 
革命の緊張は I 絕望 あるひは 狂氣の緊張で ある。 彼の繪畫の唯一の 積極的な要素は ブル 

ヂョアであり、唯一の肯定的モチ ーフは -このブ V ヂョアに對する僧惡である。併しこ 

れは革命的，ロレタリアートの見解では なくして、 單にその一面で ある。 革命的 7°ロレタ 
リア ー トは革命の肯定的方面を見、 かつ 感ずる。 しかしこの肯定的な、建設的な、前方に 
向つてゐる方向を見ないものは、 軍なる 同情 的な 人道主義者に 過ぎない。 

かくてゲオ V グ•グロッスの藝術は、彼のすベての內面的力おょび彼のすベての宣傳的 
意義に も か、はらず、彼がかく も 勇敢に鬪爭して ゐるところの11 :會のな かに 根柢を持つて 

ゐる」 —— ィ•マ 1 ツア—— 

〔藏原惟人•杉本良吉兩氏譯 r 现代歐州の_術」ょリ〕 

4. 

彼の「傳記に 代へて、」 一應 そのコシカタをも迪つておかねばなるまい。 

「グロッスは、ひと昔前には、伯林市立演奏場に出て、歌つ たり、 變 てこなダンスを 通つ 
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たり、 樂器 をなぶつたり、皮肉タツ，リな科白をビなつたりして、そこの一枚看板となつ 
てゐた。やがて彼は詩人あるひは漫畫家として伯林やミュンヘンあたりの滑稽新聞や文藝 
雜誌に 現れ、 —フんぬん。」 

震災前のこと、私は亞米利加の「リベラトール誌」の中に「共産主義の藝術家ダオルゲ • 
グロタス」と題したこんな紹介文を見たことがある。 

次で私は一九二一年版の「ユンゲクンスト叢書」を手にして、初めて「ゲオルゲ•グロ 
タス」の聲に接した。「傳記に代へて」がそれだ。彼はその文 —— 彼が傅記的覺ぇ書のかは 
りに書き記したそれ—の末尾に「私の生涯に起つた些々たる外面的の出來事、たとへば 
誕生日だとか、家系だとか、學問をしたとかせんとか、搖籃から墓場までの藝術家の地上 
の障壁とか、 創作銜動 とそれへの陶醉とか、最初の成功とか、何とかかとか、數へたてた 
處で、—いな、ょしそれ以上のものを並べたてた處で結局つまらぬことだ。」と言つてゐ 

る。だがまだその口のしかと乾かぬぅちに-とかくのせんぎだて、がぅるさく、しつきり 

なく世間の人々に「生立について」せ’がまれるので^^遂に彼は矛盾を避けがたく I 九二 
五年版 「ブル ヂョァの鏡」の序文へ彼のキラィな？ 傅 記、その「自傅的なノ ート」を放り 
込んでゐる。それは尻切れトンボにあつけない七頁のものだが、中でグロッスのドレスデ23 








ンの美術學校に於ける修業時代がかなレゆつたりと細かく書かれてある。そこで私は當# 
の「髮の短い、眼の澄んだ、おちょぼ口の、行儀正しい、勤勉な、十八才の初級生ご心臟 
のやはらかいグロッス少年をはぐくむだ、頑でシワくちやの街ドレスデンの顔に興味を覺 
へた。いまドレスデンの輪郭線をマ，セルレィの描寫に借りて先へ進むとし やう。 

-「エバべの灰色の水の直ぐきわに、眠つたやうなを持つた美しい間のぬけた大 

きな都會。クック旅行圑の漫遊者らが、貧弱な斥候隊のやうに走り廻る、この美術都甘に 
は一つの立派な博物館がある。伊太利から傳來した奇形の敎會は、その靑い w /^ c « 井の下 
にたくさん鐘がある。間延びした獨逸の方言を話し、陰鬱な敎授たちや、若い晝家や、無 
希望な若い ho ァーーストたち"これらの人々に、自分らの部屋を家具つきで貸してゐる五十 
萬のザクソン人。これらすベての倦怠、が、一方は、神經病患者たちが金を拂つて温泉に浴 
してゐるロシ H • 乎ッツの丘から、他方は、人々が帽子を兩手に握つて、束の方には靑いボ 
へミヤを望み、西の方にはノルマンヂィのやうに毛毬のやうな林檎畑を望むことのできる 
モロ—元師の記念像まで、その間の河の兩岸の上にひろがつてゐる0」—— 

ゲォルゲ。グロッスは一八九三年七月二十六日に伯林に生れた。 
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ある目論見の下で、日頃獨逸の新聞に、猶太人として書きたてられてる事を氣に病 
んでゐる彼が'自傅の中で「私のフタ親は普魯西人でルーテル敎徒だつたのだから」と念 
にねんをおしてゐる。—— 

伯林とポンメルンで普通敎育を終へた彼は、ふくよかな夢に手をさしのべて-エカキ 

生活の第一歩へ——十八のとし、ドレスデンの美術學校へ入つた。 

彼は「ひからびたザクソン精神」(:漬かり切つたこの街で、彼が一生涯持續ける ところ 
の、ねんばりづよい 基礎敎練 、つまり彼の 言 ふ「蜜蜂のやぅに働く獨逸のよき習償」を得 
た"彼はこ、ではよき職人になることより外に何の野心ももたなかつた。カビのはへたや 

ぅなアカデミックな敎育法にしたがつて-こ、には、今でも殘つてゐる石膏 科、 があつて 

. ^古代クラシタクの希臘彫刻をのろのろ實物大に模寫したり、四週間もか、つて、一人 
の男や女のモデルをメンミツに縱橫から測つて等身大に素描したりした。この氣の拔けた 
七面倒な汗染みた古吳い敎育法の中にあつて、ロベルト•シ H タールといふ敎授だけがた 
つた一人光つて印象派的な敎育を施してゐた。この人はドレスデン畫廊に四部作を送り込 
んでる人で、常に好んで外光の中に働きつ、ある勞働者をヘラでもつてはつきり と描破し、 
グロタス達を感動させてゐた。 
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セザンヌの死後七年"漸くフランスから力强く吹き込んで來る自由の風にじつとしてゐ 
られなかつたグロッスは、彼自身の力で、より活潑な藝術生活を「神聖な繪畫の殿堂」の 
ソトに得よう i 動きはじめた。ドガやムンクやロートレークや、っ、フル タケ」 の最初の M 

覽會 ドレスデンに起つた表現派連動の集團-に感激したり、あらゆる展覽會へ足を 

運んだりした。彼は勝手に多くの仕事をしはじめた。このころ、彼は凡ての電車が交叉し 
てゐる^ルナィツシェン廣場のとある支關で、三脚に腰かけてゐる ことを 好んだ。さうし 
て眼の前をよぎる凡てのものを、スケタチブックー杯に描きためる ことを 好んだ。今まで 

「思ひ出し」ばかりで描いてゐた彼は、こ、で初めて「見る」方法を學んだ。 - -彼はこ 

、から「形態と觀察について本質的に」最も確實な基礎を得た。—— 

また彼は"朝から夜中まで室に閉ぢゐて、蜂のやうな勤勉さで、前々から自信にふくら 
み切つてた諷刺畫の仕事をやり初めた。篩 i ブラシで紙に墨を散してみたり、 あらゆる 乍 
家の手法を調べたり、根限りの精力でこれらの種々な調子や樣式や技巧を實驗してみた。 
そのうち彼は物質上の困難にぶつつかつたので早速これを利用してみた。なほそれには文 
句がついてゐると都合がよかつたので、彼はついでに滑稽詩人となつた。靜な壁飾り藝術 
に倦きてゐた彼が、求めてゐた、「直接日々の生活に活潑な關係と影響とを與へる新聞雜 
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誌的な仕事 j への端緖である。彼は生れて初めての謝禮を儲けた。彼は自分の行く、べき 道 
と職業とをこ、に發見した。——その頃の「滑稽新聞」や「八 ステ ィゲン•ブレッテ八 J 
や「スポ ー ツフモ ー ル」 や「ウィタツゲル•ブレ タテル」 や 「ウルク」 なでに當時の 作品 
かのつかつてゐる。- 

——當時はいはゆる「畫」をまだ描き初めてゐなかつた。—— 

その翌年彼はドレスデンの中級を拔けて、伯林の H 藝學校へ移つた。 そこには より自由 
な雰圍氣が彼を待つてゐた。「ョーグルトで養はれた」校長ブルノ •パウルと、グロクスが 
師 として 選び そして 彼が「物判りの よい 自由な 世界人」として 考へた ところのオルタク敎 
授、この二人は畫家ではなかつたが、しかし建築家であり、家具の圖案師であり、装飾家で 
あつた。彼等は流行よりほか語らず「モダン」 であることを 欲した。 オルリク 敎授の クラ 
スへ編入されたグロタスは、彼から普魯西の獎學金を世話して もらつ て、物質的生活の半 
ばを保證され、のびのびと自由な伯林の空氣を吸つた。 オルリクは、 巴 里から 五分間 クロ 
ツキーを移入したり、職業的研究の好奇心を說いたり、美しい材料の尊敬を敎へた 。そこ 
でグロタスは實用的の仕事、實钼版畫、獻立表、本の表紙、廣吿ビラ、毛氈なでの圖案を 
した。彼は長い間 こ、にと まつて"浪漫的な妄想を たやすく 追拂 ふこと が出來た 。 
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一九一三年七月のめる朝グロッスは、巴里の ノ—ル 停車場に 下車して、ドランブル 街の 
小さなホテルに腰を落つけた。 そして 一言の佛蘭西語も 知らないで 夏の三ヶ 月間、 巴里の 
街々をほつつき步つた。近代藝術の出生地 中心地として 世界の ブルヂ m ァ畫 家の あこがれ 
の首都巴里も、グロッスに LJ つては「大した印象も與 へぬ」 退屈な街で、彼 自身で「この 
のらくらもの、 都市が 多くの人々 に與 へたやぅな仰山たらしい 歡喜を 私は 理解し なかつ 

た0」と言つてゐる。-が、實際には、彼はひそかに^カソやシヤガー 〆 なでの思ひ出を 

持歸つてゐた。—— 

再びオルリクのアトリエに歸つた彼は、 もぅこん、ごは 戰爭と動員令の來 るまで、 ここに 
ある自分のテーブルと椅子を離れなかつた。 

この頃迄の彼の思想的傾向は、まだいはゆる純眞で、浪漫的で厭世的で悲観的な個人主 
義# に過ぎなかつた。彼は、 彼 自らの狹少な才能と經驗の視野を小作しては、いよよ頑な 
に、いよよ暗く世を拗ねて行つた。——當時生活全體に强い僧惡で向つてゐた彼が、未發 
刊に終つたところの三部作、「獨逸人の醜悪」を作畫したのも此の頃の ことで ある 。I 

越ぇて一九一四年、グロッスが二十一才の夏、かの歐州大戰、が勃發した。全伯林市民は 
滎ある好戦的精神の 薪と なつて I 時に燃ぇ上つた。®爭形態 一般を 一律 的に 拒否す る こと 
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に馴れてゐた無政府主義的な彼 も、 終に 止むなくこの r 人殺しごつ こ j を 是認して勇まし 
き戰線にたつた。しかしながら、 この 普魯西兵の 一 兵卒は、 この 別世界へ踏 入ることによ 
つて、初めて現實に「恐るべき醜悪の顔」を まざまざと 見た。彼は いよよ 人間を嫌 惡し褎 
寥の底にめり込んで行つた。 そこで 彼は畫を 描くことによつてこの世界からの精神的逃避 
をくわだてようとした。彼は塹壕生活のなかに ビんでん 素描をおつゆ じめた。 と" この 仕 
事は"はからずも彼の同僚のなかで歡喜を立ちのぼらせすばらしく もてはやされた。 彼は 
初めて生活のなかに生々と己の藝術、が反應したのを見てとつた。戰爭に對 する 懷疑の なか 
ばに哲學をひろったのだ。彼は小踊りして この 「よき武器」を意識した。——彼の思想 的 

轉向の契機はこ、に端緖をみることができる。- 

彼は決然起って世の革命的思潮を探求し初めた。ぁらゆる障壁が彼の前に立湮、がったが 
彼はもうひるまなかつた。彼は諷刺畫をもつて、君主の專制とそれに甘んじてゐる獨逸中 
產階級のフガィナサに、メスのやうな嗤笑を浴せかけ初めた。 

一九一七年、彼はようやつと二度 nn の長いゲ V デンの守備から罷免になつた。僧惡に滿 

ち懷疑のはて餘りよく働かなかったので . 。 

伯林に歸った彼は最初のダダ運動にぶっっ かった。 彼は この 運動の中へ身、いと もに 打 込 
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んで働いた。だがそこには彼の狙つ たやうな f 鬪爭への 組織」は微塵だになく、のみか彼 
等は「湯と ともに 子供をも流して しまう」 狂へ る 虚無主義 者に過ぎなかつた。だから彼グ 
ロタスは、 この 疲弊と亂脈に枯れみ ちた 獨逸の曠野を 當なく走るこの 無軌道 車に、 いつま 
でも醉つゆらつた乘客ではゐられなかつた。 起きなほつ た彼は、理性の 窓をあけて前方を 
見たのだ。朝あけの風は彼の頭の雲を拂つた0 

かの二囘に亘つた政治革命の經驗によつて、戰後苦惱と暗黑のドン底にめげ込んでゐた 
獨逸 7°ロレタリアートは 、一九ニニ 年舂に至つて漸くその本來の力を囘復して§ちなほつ 
た。そこから朗らかな整調な國際，ロレタリア軍の車輪、が響いてきた。グロッスは漸く そ 
こに•「鬪爭の組織」の結びつきをめつけた。未來へ通ずる問題のすべてがそこにあった。 
グロッスは彼のまことの歡喜と力と光明がそこに積込まれてあるのをみてとつたのだ， こ 
の偉大な全體の流れに個を解かしこんだ彼は、このとき初めて、彼自身のうちにあつて今 
まで氣付かなかつた無數の「生活に堪へ得ない要素」のもぶれついてゐるのを發見した。 
彼は勇敢にこの 邪魔 モノを全體のためにかなぐり棄てよう t 努力した。こ、で彼は革命的 
スロレタリアートの新しき思考方法による7°ロレタリア•レアリズムの^式を鬪 ひとつた。 
この革命的 內容に 密着した7°ロレタリア的な，於によつて初めてグロッスの藝術は革命7- 
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ロレタリアート自身の、すなはち全體の武器となつた 〇 現在の彼は 更にこれに 硏を かけて 
なほしぶとく食つついてく る 小市民的の錡を落さんと苦心して ゐる や， フ である。 

これょりさき一九一五年、ヴ 4 1 ランド•ヘルツフ h グデがデ r frl jlra . ュ， Y を出し、その中 
へグロッスの畫を揷入した。これ、がいはゆる「高級な」文學的本道への機關に現れた皮の 
最初の復製だつた。この手引にょつて彼は初めて知名の美術家や文學家の仲間に入つた。 

越ぇて一九一六年、テオドル•ドィべ八は彼の畫についての論又を「ワィセン•ブレ， 
テルン」に掲げて當時二十三才の未知の素描家を世に紹介した。人々は可なり方々でグロ 
タスとそのスタィルについて話し合ふやぅになつた。そのぅち——その頃すでに戰爭反對 
ではあつたが今日ほで政治的にはつきりしてゐなかつた ところの —マ y ク書店から 「 m ; 

ーグロタス畫集」が出版され、引續き一九一七年には第二のク / hi \ ロッス數 r が出た。 
1これがグロタスの畫の本に纒つた最初のものだつた01彼の名は漸く戰塵のかなた 
に"國境を越ぇて、世界の隅々へひろまつて行つた。 

この頃までの彼の精神と技術のなかにはまだ多分の詩文學があつた。彼のあたまは「探 
偵小說 i 海賊 や 密貿易 者の 物語と、 精神分析に 關 する新聞の論說 と、， f 丄デキントやスト ジ 
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ン ドべ， ヒの戲曲で」滿ちみちてゐた。かうした表現樣式にかなつて、この頃の彼の技巧 

は繊弱で幻想的で 自由 畫 に似てちょつとクレーの畫をおもはせた。- 世に 多くの自一隨者 

を出した"いはゆる「グロッス型」は此の頃から初つたのである。——しかも、彼の 畫の 
市場における最初の商品的魅力は實にこの型だつたのである0 

だが彼は「ょり大なる活潑さのために」このあまつたれた證なスチブル的於歡の藝 
術を踏み越えた ゅま ずに進展した。「セヴエど一風の が II 賢」の 中に突入す るかと みると、 
r カルラ、 チタコ 風の幾何學的單 化」 に立 寄り、 また「熱病やみのやうな ダダ ィズム」の先 
端で 吠えたてるかと 思 ふと、 「生活から生え 出^ gggg 」 に腰をおろす、 變轉推移 極まり 
なき彼である。だが 彼は 先にも言つ たやう に最近 やう やくこの 沒落階級の埔輪、 ヂレ クタ 
ントの藝術を揚棄して"「， ロレタタア•レアソズム 」 のなかに强く大きく力をやしない初 
めた。 

なほ 彼は本業の 外に 挿畫家、舞臺裝置家と して 有名で ある。 數多 きこの 仕事の なかでは、 
クラ ブンドの 譯したドーデーの「タルタラン•タラスコン」やへルツフ H ルデの「夜の® 
奇」の揷畫 、それからィヴン•ゴールの「メツザレム j やバーナード•ショウの「ナポレオ 
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ン tj 獅子」 の 衣裳や裝置その他の ものを あげる ことができやう。 . 

そのほか彼の手際のょい裝 te をとき％ J き散見する。-別稿で私はグロッス硏究家の便 

宜のために、彼の最近に至るまでのあらゆる仕事の出場 所と その年代表を、彼に關する著 
作物と ともに、 拾ひきれる範圍で こまかく 並べておいた から 參考 として 貰ひたい。—— 

最後に取殘した若千の事件をつけ加へる。 

つねに? I 害相反した世界觀で對立して ゐる 我々は、7° ロレタリアー トの旗の進む ところ 
かならずやブル ヂョア の血沙と虛壓の襲 ひきたることを 豫 期してゐるゆ えに、かう した 事 
件のかづかづを、增大する我々階級の力のバロメ—夕 として 認識せねばならない。 

一九一七年、ゲオルゲ•グロッスはミ H ンヘンから、月刊誌「新靑年」を出してその主 
筆となつたが"後に君主の脊德を諷した石版畫を公にしたお蔭で、皇帝からの令狀が執行 
せられ已むなく亡命せざるを得なくなつた。 この 同じ年に同じ事件で時の政府からまた睨 
まれた。 

一九一八年の初頭、それらと IPJ じ題材を取扱つた石版畫集、が「神ょ共にあれ」と題して 
紙挾み式の體裁で再び出版せられ、それは殆ど夜通し飛ぶやうに賣れて行つたが再坂の| 
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部は軍事當局の手に沒收せられた。 

一九二三年、「此の人を見ょ」なる題命の もとに、 ブルヂョァヂーの性生活の描破を內容 
としたと ころの素描版畫八十四 ^ 着色版畫 十六から なる尨大な石版畫集が出版せられたが 
政府は卽日これを沒收し「不貞淑なる畫」 とい ふ理由の もとにグロッスを 告訴した。 そし 
てその翌年の春の判決の結果は畫集中の二十二枚の畫を破棄す ることと、彼と 出版業者を 
罰金刑に處することを言ひ渡した。 

一九二八年、 またまた 畫集 r ヒンタ ーダ，ント」中の素描三枚が引つかかつた。これは伯 
林の b ° スヵトール劇場で塽太利の作家ガシ H クの反戰小說「沈默』を脚色上演したときに 
グロッス、がこれのため一聯の素描を描きぁつめてマリク書店から出版したもので、劇の失 
敗に反してこの畫集は澳太利の專制政治と軍國主義を骨髓まで僧惡 して ゐるガシ H クの內 
容を餘り.にも忠實に傳へてゐた。そのため撿事はその中から三つののつぴきならぬ繪をつ 
まみ出したの だ。 その繪は宗敎と支配階級と軍國主義の緊密なる結びつきを曝き散して餘 
りないものでぁつた。例に CC つてグロッスと出版業者が法廷に呼びだされて繪の破棄と罰 
金刑を申渡された。だが越へ て 一九二九年四月、伯林地方裁判所で 再審の結果は前審をく 
つがへしてめづらしくも無罪の判決が下つた。 
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この法廷で判事はグロッスに訊ねた。 

『被告はその方の畫が、廣汎な獨逸人民をいらいらさせてゐるといふことを知つてゐるの 
か？」 

グロッスは答へた。 

「私 も 言は^獨逸人民に屬 してゐるので す。 そして 敎會、が 戰時に、殺人や放火の傳 導演說 
をやるのにいらいらさせられてゐるのです。じつさいに辱しめられてゐるふ感ずるのは誰 
でせ ぅ。 私は殺人者や放火ものの感情のために不安でたまらないのです。」 

こ、で私は此の文を「終了」としたい。だが「グロッスのへ八ツフエ V デ」 のた めもぅ 
少し紙面をのばさせて吳れないか。 

ヴキ I ランド•ヘルツフ H ルデとは、グロッスにとつての 終始|貫 まことによき 共働者な 
ので ある。彼は左翼文藝家であると同時に左翼出版業者である。最初 グロ タスを世に 紹介 
したのも彼であり、彼の經營する「マ ダク 書店」 の 出版物によつ てグロタスを 廣く世界に 
送り出したのも彼である。一九一六年以來現に グロッスの 著書は殆ど ここから 出されて ゐ 
る。一九二四年には彼によつ てマリク 書店の中に畫商「畫廊 グロッス」さへ 設置された。 
或と きは 「藝術は危機にある」 のごとく 一心同體の共著者であり、檢閱制度の昆棒に グロ 
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タスがけつまづけば彼、が決つて力强き介添の役にあたつ てゐ る。 

私はグロッス のこのこょなき 同志へ ぐソフ H ルデにおくがきを賴みたい。ょつ ておしま 
ひの事件昼する彼の法廷に おけるサィレンの答をくぐりつけてこの 書の 跋に代 

5 . 

穸事が前のグロタスのお V . けた答辯に手を燒いて、引續いてへルツフ 
* ルテの訊問に入つたとき、彼はこの裁判を新しい戰爭準備を して ゐる 
* 丈に對する鬪爭のなかの小さいエ^ソードに過ぎない、とぅそぶいて 
訊問の消點である「宗教への侮辱的行爲」なんどは問題でない i あしらひ 
つ、ヘルツフ OC ルデは語を强めて言つ た。 

「問題は數百 萬の人々に、新しい戰爭に ついて 警吿 する ことにある。言 
葉や繪で 、あらゆるとき、あらゆる場所で、戰爭の危機に ついて 叫ばね 
ばならない。そのために我々は戰ひを企てたの、だ0」 

「で被吿は あらゆる戰爭に反對 なのか？- 
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一否！我々は、內亂、奴隸の抑壓者に對する戰爭、帝國主義戰爭に終 

結を吿げる戰爭には讃成だ一」 —北滿ハルヒンの旅宿にて一九二九年九月一日— 


圖版目次 
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クを享樂してゐる〇 
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2 共和制-案山子 . 19ぬ2 

28 泳げるものは泳げ、弱すぎるものは沈んでしまへ . 1922 
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30 ノスケお 芽出度ぅ！ ブロレタリア ート は武裝解除され た！ . —— 

城照明-忠實なる召使のために！ . 19 じ 6 

ミタヘルよ、お前は悟つたか？今こそお前は、奴が一等い、スープをお 
前の眼前から盜み去つて行くのに氣がついたか？(ハイゾリプヒ•ハイネ) 

32 ドイツ共和國陸軍に於ける ... 一 9 じ 6 

ゲスラーの演說に從へば、「われ*は總ての點に於て 日一日と 共和的に 
ょリ共和的になつて行く」 

33 彼等は自由のために鬪爭したから . 1925 

34 敎會を保存せ よ！ .19 fco 6 

チットモ安心して食事が出來ない！お前方の坊主はお前たち K : もつと 
クリスト的な節制を敎へるべき だ！ 

35利益と愚鈍 . 19 24 

ヂュネーブの幻 

36 宗敎は人民に對して保存されねばならん . 192 to 

タタラタタ產めよ殖えよ 
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知識階級の歌 . 19 fcoto 

み たから と こころ 


體も 財產も子供も妻 も 奪り給へ、さは 言へ 精神わが身に殘るべし！ 

38戰後の牧歌 . —I 

39確かに祖國はお前に感謝してゐる！ . . 

40 戰線ではドイツの訓練は如何にして保たれたか . I 

41 S 2 . —— 
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43配當金の由來は . I 

44 . . . 

45生活を 喜べ！ .19 u ) u > 
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47 自分の 世帶は 貨幣償値だ . I 

48彼が 勞働 に從 事してゐる間は！ . I 

4 . . . . . 19 2 5 

5 . . . .Hi.. .loud 
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「青物」が友達として人民に贈られた 


四年間の人殺し .19 fcot 9 

——そして彼の將來は . 一 cokou ) 

勞働者の轉地療養所 .19 fco 0 


日光と外氣とをプロレタリアートに！ 

愛する祖國ょ安らかなれ . 

國立裁判所はかぅあるべきだ . 
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